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ＪＡ共済連（全国共済農業協同組合連合会・代表理事理事長 勝瑞 保）は、平成２８年１２月２１日、

国立研究開発法人 国立がん研究センター※（理事長 中釜 斉、以下、国立がん研究センター）とがんに

関する情報提供について包括的連携協定を締結しました。 

※  国立がん研究センターは、1962 年に我が国のがん医療・がん研究の拠点となるナショナルセンターとして設立され、「社会と協働し、全ての国民に

最適ながん医療を提供する」ことを理念に活動しています。 

 

≪協定締結の目的≫ 

がんは、国民の２人にひとりが罹患し、死亡原因の第１位となっており、今や国民病ともいわれるほ

ど、日本人にとって身近で重大な疾病となっています。 

こうした現状を踏まえて、ＪＡ共済連では、農家・組合員や地域の皆さまに向けて、国立がん研究セ

ンターが有する情報を積極的に発信し、がんに関する正しい知識の修得やがん予防による健康寿命の延

伸、またがん患者とそのご家族の不安軽減や生活の質の向上などの支援を行い、農業振興・地域振興に

つなげます。 

 

≪主な取組み≫ 

がんに関する正しい情報に触れていただく機会として、世界各国でがんに関する啓発行事が行なわれ

る２月４日の「世界がんデー※」にあわせて、チラシ等を作成・活用し、ＪＡ窓口やＬＡ（ライフアド

バイザー）を通じて、農家・組合員または地域住民の皆さまに、がんに関する情報提供を行ないます。 

※ 「世界がんデー(World Cancer Day)」は、毎年2月4日にがんへの意識向上と予防、検出、治療への取組みを促すために、国際対がん連合(UICC)

が定めた記念日。 

【ＪＡ共済オリジナルチラシ等について】 

国立がん研究センター協力・監修のもと、がんに関する統計データや正しい知識を得るための情報

サービスのご案内等を掲載したＪＡ共済のオリジナルチラシを作成し、全国のＪＡ窓口での配付や、

ＬＡ（ライフアドバイザー）が農家・組合員を訪問した際などにはタブレット端末（Lablet’s
ラ ブ レ ッ ツ

）に

格納した同チラシを用いて、がんに関する情報提供・注意喚起を行ないます。 

また、ＪＡ共済オリジナルチラシのほか、国立がん研究センターのがん対策情報センターが作成し

たチラシ「がんのことならがん情報サービス」を全国のＪＡ窓口等でお配りします。 

N e w s  R e l e a s e 
 国立がん研究センターと 

がん情報の普及啓発に向けた包括的連携に関する協定を締結 

～ ２月４日の世界がんデーにあわせて、農家・組合員、地域住民に啓発活動を実施 ～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＪＡ共済連では、今後も本協定の目的を踏まえて、農家・組合員、地域住民の皆さまの健康な生活づ

くりに貢献する様々な活動に取り組んでまいります。 

 

以上 

 

 

＜ＪＡ共済のオリジナルチラシ＞ 

表面 裏面 

＜がんのことならがん情報サービスチラシ＞ 

表面 裏面 


